
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 名古屋大学 
設置者名 国立大学法人東海国立大学機構 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

文学部 人文学科 
夜 ・

通信 

25 

  

25 

13 

 

教育学部 人間発達科学科 
夜 ・

通信 
   

法学部 法律・政治学科 
夜 ・

通信 
   

経済学部 

経済学科 
夜 ・

通信 
   

経営学科 
夜 ・

通信 
   

情報学部 

自然情報学科 
夜 ・

通信 
   

人間・社会情報学

科 

夜 ・

通信 
   

コンピュータ科

学科 

夜 ・

通信 
   

理学部 

数理学科 
夜 ・

通信 
   

物理学科 
夜 ・

通信 
   

化学科 
夜 ・

通信 
   

生命理学科 
夜 ・

通信 
   

地球惑星科学科 
夜 ・

通信 
   

医学部 

医学科 
夜 ・

通信 
  19  

保健学科 
夜 ・

通信 
  13  
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工学部 

化学生命工学科 
夜 ・

通信 

25 

  

25 13 

 

物理工学科 
夜 ・

通信 
   

マテリアル工学

科 

夜 ・

通信 
   

電気電子情報工

学科 

夜 ・

通信 
   

機械・航空宇宙工

学科 

夜 ・

通信 
   

エネルギー理工

学科 

夜 ・

通信 
   

環境土木・建築学

科 

夜 ・

通信 
   

農学部 

生物環境科学科 
夜 ・

通信 
   

資源生物科学科 
夜 ・

通信 
   

応用生命科学科 
夜 ・

通信 
   

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/cat/public-subject/index.html 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 名古屋大学 
設置者名 国立大学法人東海国立大学機構 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.thers.ac.jp/about/gov/director/index.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 

三井住友トラスト・ホー

ルディングス株式会社

取締役 

令和 2 年 4

月 1 日～令

和 6 年 3 月

31 日 

機構経営担当 

非常勤 岐阜女子大学学長 

令和 6 年 4

月 1 日～令

和 8 年 3 月

31 日 

機構経営担当 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 名古屋大学 

設置者名 国立大学法人東海国立大学機構 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

・授業計画（シラバス）の作成過程 

学部教授会において、翌年度の開講授業科目が承認された後、個々の授業担当教

員により授業計画が作成される。 

 

・授業計画（シラバス）の作成・公表時期 

概ね 11 月頃から個々の授業担当教員により授業計画が作成され、3 月中に名古屋

大学及び学部ホームページ上で公表となる。 

授業計画書の公表方法 

教養教育院・文学部・教育学部・法学部・経済学部・情報学

部・理学部・医学部保健学科・工学部・農学部 

https://syllabus.adm.nagoya-u.ac.jp/ 

医学部医学科 

https://www.med.nagoya-

u.ac.jp/medical_J/school/syllabus/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
各学生の学修成果に基づき、あらかじめ設定した成績評価の方法・基準により、

厳格かつ適正に単位授与又は履修認定を実施している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
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（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

名古屋大学では、令和 2 年度以降の入学者を対象とするカリキュラムが適用される

学生から、学部・大学院統一の新たな成績評価基準を導入し、その詳細を名古屋大学

における成績評価及び GPA 制度に関する規程に定め、客観的な指標の設定・公表を行

っている。 

 また、成績評価をより適切に実施するため、履修取り下げ制度及び学生からの成績

評価に関する問い合わせ手続きを設けている。 

 以上に関する詳細は以下に示すとおりである。 

 

1．成績評価 

 成績評価は、授業科目によって 6 段階評価（A+、A、B、C、C-、F）又は 2 段階評価

（P、PN）のいずれかが用いられる。F 及び NP は不合格を示し、単位を修得できない。 

 

1-1．評価記号等に対応する評価基準等 

 
評価 

記号等 
合否等 評価基準等 

6 段階

評価 

A+ 

合格 

際立って優れている。主題を全て理解し、広範な知識を持ち、概

念や方法を巧みに使いこなして高度な課題を遂行できる。 

A 
優れている。主題のほとんどを理解し、必要な知識を持ち、概念

や方法を適切に使って課題を遂行できる。 

B 良好である。主題を十分理解し、問題・題材を扱うことができる。 

C 

良好な面もあるが、不足も目につく。主題の基本的な部分を理解

し、比較的簡単な問題を扱うことができて、より高度な学修に進

める状態になっている。 

C- 

最低限の基準に達している。主題を最低限理解し、簡単な問題を

扱うことはできるが、より高度な学修へと進むには更に努力が必

要である。 

F 不合格 最低基準を満たしていない。 

2 段階

評価 

P 合格 合格（合否等により成績評価を行う授業科目） 

NP 不合格 不合格（合否等により成績評価を行う授業科目） 

その他 

T 合格 認定（入学前や他大学等で修得した単位） 

W  

学生から履修継続の意思がないことを申し立てられたため又は

様々な合理的理由（課題が提出されない、試験を受験しない等）

から学生に履修継続の意思がないと教員が判断したため、成績評

価を行わないことを示す。 

 

1-2．100 点満点による評価を記号による評価に換算する場合の標準的方法 

  授業科目によっては、100 点満点による評価を行った上で 6 段階評価に換算する

場合があり、その場合の標準的な方法は次のとおり。ただし、学部、研究科、個々

の授業等によってはこの換算表によらない場合があり、各学部・研究科や教養教育

院の履修案内又は授業要覧（シラバス）等を参照すること。 

評価記号 A+ A B C C- F 

100 点満点 

による評価 

95 点 

以上 

80 点以上 

95 点未満 

70 点以上 

80 点未満 

65 点以上 

70 点未満 

60 点以上 

65 点未満 

60 点 

未満 

 

2．GPA 制度 

本学では、学生の自律的な学修の促進及び成績評価の国際的通用性を高めるため

の方策の一環として、平成 23 年度以降入学者を対象とするカリキュラムが適用さ

れる学部学生に、履修科目の成績の平均値であるグレード・ポイント・アベレージ

（GPA）制度を導入し、成績不振学生への修学指導にも活用するなど適切に実施し
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ている。 

 

2-1．評価記号と GP の対応 

グレード・ポイント（各評価に与えられる数値。以下「GP」という。）は、次のと

おり変換する。GP は学部学生のみ適用し、大学院学生には適用されない。したがっ

て、GPA は学部学生のみ算出している。 

評価記号 A+ A B C C- F 

GP 4.3 4.0 3.0 2.0 1.0 0 

 

2-2．GPA の種類及び算出方法 

GPA は、当該学期における学修の状況及び成果を示す指標としての GPA（学期 GPA）

及び在学中における全期間の学修の状況及び成果を示す指標としての GPA（累積

GPA）の 2 種類がある。 

学期 GPA 及び累積 GPA の計算式は、次のとおりです。算出された数値に小数点以

下第 2 位未満の端数があるときは、これを四捨五入する。 

 

当該学期における A+の単位数×4.3 ＋ A の単位数×4.0 

＋ B の単位数×3.0 ＋ C の単位数×2.0 ＋ C-の単位数×1.0 

学期 GPA ＝ ―――――――――――――――――――――――――――― 

      当該学期における A+の単位数 ＋ A の単位数 ＋ B の単位数 

      ＋ C の単位数 ＋ C-の単位数 ＋ F の単位数 

 

      在学中の全期間における A+の単位数×4.3 ＋ A の単位数×4.0 

      ＋ B の単位数×3.0 ＋ C の単位数×2.0 ＋ C-の単位数×1.0 

累積 GPA ＝ ―――――――――――――――――――――――――――――― 

      在学中の全期間における A+の単位数 ＋ A の単位数 ＋ B の単位数 

      ＋ C の単位数 ＋ C-の単位数 ＋ F の単位数 

 

2-3．GPA への算入・不算入 

  ・卒業要件に関わる授業科目に算入する。 

  ・随意科目及び教職科目等の卒業要件に関わらない授業科目は算入しない。 

  ・P、NP、T 及び W をもって評価された授業科目は算入しない。 

 

  ・再履修した授業科目の GPA の取扱い 

・F の評価を受けた授業科目を再度履修して A+、A、B、C 又は C-の評価を受け

た場合には、F の評価は累積 GPA に算入しない。 

・F の評価を受けた授業科目を再度履修して Fの評価を受けた場合には、F の

評価は、累積 GPA に複数回算入しない。 

・F の評価を受けた後に、検定試験の成績による単位認定等により T の評価を

受けた場合には、F の評価は累積 GPA に算入しない。 

・単位を修得した授業科目を再度履修して A+、A、B、C、C-又は F の評価を受

けた場合には、再度履修した授業科目の評価は、GPA に算入しない。 

・以上の場合において、重複して履修することが認められている授業科目は、

この限りではない。 

 

2-4．GPA の表示 

GPA は各学期末の修得科目確認表に、学期 GPA 及び累積 GPA が記載される。 
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3．履修取り下げ制度 

本学では、GPA 制度の導入に伴い、履修取り下げ制度を導入している。GPA の算

出にあたり、F を算入するため GPA の数値を低下させ、W は算入せず GPA の数値に

影響を与えないことから、評価が F であるか Wであるかは大きな違いとなる。 

このため、履修登録をしたが履修・単位修得の意思がなくなった授業科目につい

ては、指定期日（春学期は 5 月末、秋学期は 11 月末。個々の授業の事情により期

日がずれる場合がある。）までに、授業担当教員の指定した方法により履修の意思

がない旨を意思表示すること（履修取り下げ）により、当該科目は W となる。 

なお、履修取り下げ制度の適用の有無は、授業科目の開講形態、授業担当教員の

判断等によって異なるので、各学部・研究科や教養教育院の履修案内又は授業要覧

（シラバス）等を参照すること。履修取り下げ制度を適用する授業科目において、

履修取り下げ届を用いる場合の様式は、授業を開講している学部・研究科の教務担

当係又教養教育院事務室に問い合わせること。 

 

4．成績評価に関する問い合わせ 

成績評価に関して、疑義が生じた場合の問い合わせは、成績が発表された日から

原則 3 日以内（発表日を含む）に、「成績評価照会票」（用紙は名古屋大学ポータル

からダウンロードできます。）に必要事項を記載のうえ、担当窓口（全学教育科目に

ついては教養教育院事務室、専門系科目については各学部・研究科の教務担当係）

へ提出すること。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

名古屋大学における成績評価及びに GPA 制度に関する規程 

https://education.joureikun.jp/thers_ac/act/frame/fr

ame110010664.htm 

ホームページ（成績評価と GPA 制度） 

https://www.nagoya-

u.ac.jp/academics/curriculum/grading_gpa/index.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

名古屋大学は、各学部の教育目標と基準に沿った資質・能力の卒業資格を満たした

者に、卒業を認定し、学士の学位を授ける。名古屋大学の学位は、真の勇気と知性を

もち、未来を切り拓いていく「勇気ある知識人」として、それぞれの学術分野で、十

分な知識・技能、主体的な創造性、立ち向かう探究心が培われたことを証する。 

以上の卒業の認定に関する方針や学生の取得単位数等を踏まえ、卒業を認定してい

る。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 名古屋大学 

設置者名 国立大学法人東海国立大学機構 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.thers.ac.jp/disclosure/fin 

ance/syohyo/r3.html 収支計算書又は損益計算書 
財産目録 - 
事業報告書 https://www.thers.ac.jp/disclosure/fin 

ance/syohyo/r3.html 監事による監査報告（書） 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.thers.ac.jp/about/plans/index.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 
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（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 文学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/upload_images/11_gakubudaigakuinnomokuteki.pdf） 

（概要） 

文学部は、教育基本法の精神にのっとり、学術文化の中心として広く知識を授け、人文

学の各分野にわたり、深く、かつ総合的に研究するとともに、完全なる人格の育成と文化

の創造を期し、民主的、文化的な国家及び社会の形成を通じて、世界の平和と人類の福祉

に寄与することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 4 年度入学から】 

(1) 育成する人材像（教育目標） 

文学部は、以下に示す資質・能力等を備え、卒業資格を満たした者に、卒業を認定し、

学位を授与します。 

文学部が授与する学位は、言語・文化・歴史に対する深い探究心と社会・環境への強い

関心を持ち、高い異文化理解力を備えた人材であり、また、人文学的教養を通して、国際

社会・地域社会の諸問題の解決に寄与しうる人材であること、そして、「高い異文化理解

能力と言語運用能力」、「文献や資料を収集・読解・分析する能力」、「専門分野における

基本的な研究方法を理解し、応用する力」、「論旨の一貫した文章構成能力とプレゼンテ

ーション能力」、「現代社会が直面する諸問題に専門分野の知見に基づき対応できる能力」

を備えていることを証します。 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

文学部の卒業要件は、原則として 4 年以上在学し、所定の授業科目のうち、全学教育科

目を 40 単位以上、専門科目を 84 単位以上、合計 124 単位以上を履修し、かつ卒業論文の

試験に合格することです。なお、専門科目の単位数には卒業論文 10 単位が含まれます。 

 

【令和 3 年度入学まで】 

(1) 育成する人材像（教育目標） 

文学部は、以下に示す資質・能力等を備え、卒業資格を満たした者に、卒業を認定し、

学位を授与します。 

文学部が授与する学位は、言語・文化・歴史に対する深い探究心と社会・環境への強い

関心を持ち、高い異文化理解力を備えた人材であり、また、人文学的教養を通して、国際

社会・地域社会の諸問題の解決に寄与しうる人材であること、そして、「高い異文化理解

能力と言語運用能力」、「文献や資料を収集・読解・分析する能力」、「専門分野における

基本的な研究方法を理解し、応用する力」、「論旨の一貫した文章構成能力とプレゼンテ

ーション能力」、「現代社会が直面する諸問題に専門分野の知見に基づき対応できる能力」

を備えていることを証します。 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

文学部の卒業要件は、原則として 4 年以上在学し、所定の授業科目のうち、全学教育科

目を 48 単位以上、専門科目を 84 単位以上、合計 132 単位以上を履修し、かつ卒業論文の

試験に合格することです。なお、専門科目の単位数には卒業論文 10 単位が含まれます。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 
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（概要） 

【令和 4 年度入学から】 

文学部では、「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」に掲げる資質や

能力を身につけた人材を育成するため、以下の方針に基づいてカリキュラムを編成します。 

1. 全学教育科目の中の言語文化科目によって、「高い異文化理解能力と言語運用能

力」の基礎を身につけます。 

2. 全学教育科目の中の基礎セミナーによって、「文献や資料を収集・読解・分析す

る能力」および「論旨の一貫した文章構成能力とプレゼンテーション能力」の基礎を

身につけます。 

3. 全学教育科目の中の教養科目「現代教養科目（自然系・学際・融合系）」によっ

て、「現代社会が直面する諸問題」を高度で幅広い教養の観点から理解する力を身に

つけます。 

4. 全学教育科目の中の分野別基礎科目「人文・社会系基礎科目」によって、「専門

分野における基本的な研究方法を理解し、応用する力」の概略を学びます。 

5. 専門科目の履修によって、「専門分野における基本的な研究方法を理解し、応用

する力」を修得し、「文献や資料を収集・読解・分析する能力」や「論旨の一貫した

文章構成能力とプレゼンテーション能力」、「高い異文化理解能力と言語運用能力」

を高めます。 

6. これらの能力について、小論文や筆記試験、口頭発表、討議への貢献度など、各

授業において定める方法によって単位認定を行います。 

7. 卒業論文を書き上げることによって、これらの能力が身についたことを確認しま

す。 

8. カリキュラム全体の履修を通して、「現代社会が直面する諸問題に専門分野の知

見に基づき対応できる能力」を身につけます。 

上記のカリキュラム編成のもと、それぞれの科目区分の中に、講義、演習、実習などの

多様な形態の授業を配置し、学年進行にそって、基礎力、応用力、課題解決能力が段階的

に涵養されます。 

 

【令和 3 年度入学まで】 

文学部では、「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」に掲げる資質や

能力を身につけた人材を育成するため、以下の方針に基づいてカリキュラムを編成します。 

1. 全学教育科目の中の言語文化科目によって、「高い異文化理解能力と言語運用能

力」の基礎を身につけます。 

2. 全学教育科目の中の基礎セミナーによって、「文献や資料を収集・読解・分析す

る能力」および「論旨の一貫した文章構成能力とプレゼンテーション能力」の基礎を

身につけます。 

3. 全学教育科目の中の文系基礎科目や文系教養科目で、「専門分野における基本的

な研究方法を理解し、応用する力」の概略を学びます。 

4. 専門科目の履修によって、「専門分野における基本的な研究方法を理解し、応用

する力」を修得し、「文献や資料を収集・読解・分析する能力」や「論旨の一貫した

文章構成能力とプレゼンテーション能力」、「高い異文化理解能力と言語運用能力」

を高めます。 

5. これらの能力について、小論文や筆記試験、口頭発表、討議への貢献度など、各

授業において定める方法によって単位認定を行います。 

6. 卒業論文を書き上げることによって、これらの能力が身についたことを確認しま

す。 

7. カリキュラム全体の履修を通して、「現代社会が直面する諸問題に専門分野の知

見に基づき対応できる能力」を身につけます。 

上記のカリキュラム編成のもと、それぞれの科目区分の中に、講義、演習、実習などの

多様な形態の授業を配置し、学年進行にそって、基礎力、応用力、課題解決能力が段階的

に涵養されます。 
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入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

文学部では、養成する人材像とディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーを踏ま

え、「人文学分野の研究に取り組むのに必要な基礎的な学力を備え、人間の営為としての

言語・文化・歴史に深い関心を持ち、社会・環境など現代社会が抱える諸問題を考えるこ

とに意欲がある人」を入学者として選抜します。 

 

学部等名 教育学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/upload_images/11_gakubudaigakuinnomokuteki.pdf） 

（概要） 

教育学部は、教育基本法の精神にのっとり、人格の完成をめざし、学術文化の中心とし

て広く知識を授け、人間発達科学の各分野にわたり、深く、かつ総合的に研究するととも

に、文化の創造と、民主的、文化的な国家及び社会の形成を期し、世界の平和と人類の福

祉に寄与することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 4 年度入学から】 

(1) 育成する人材像（教育目標） 

教育学部は、以下に示す資質・能力等を備え、卒業資格を満たした者に、卒業を認定し、

学位を授与します。 

「人間発達科学の知見と方法を学び、論理的・批判的思考力と判断力、協働的コミュニ

ケーション能力を有し、省察と探究の習慣を自ら育むことができる」 

「人間と社会の諸問題に絶えず関心をよせ、勇気と熱意をもって向き合い、問題解決に

協働的に取り組むことができる」 

「社会的正義の感覚を有し、人類と社会の調和的発展とウェルビーイングに貢献でき

る」 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

学士学位授与のためには、全学の「名古屋大学の教育を支える 3 つの方針」に則って開

講される「全学教育科目」(合計 41 単位以上）ならびに、上記の目的のために本学部で開

講される「教育学部専門科目」（専門科目、コース科目、卒業論文、合計 84 単位以上）を

履修することが要件となります。 

 

【令和 3 年度入学まで】 

(1) 育成する人材像（教育目標） 

教育学部は、以下に示す資質・能力等を備え、卒業資格を満たした者に、卒業を認定し、

学位を授与します。 

「人間発達科学の知見と方法を学び、論理的・批判的思考力と判断力、協働的コミュニ

ケーション能力を有し、省察と探究の習慣を自ら育むことができる」 

「人間と社会の諸問題に絶えず関心をよせ、勇気と熱意をもって向き合い、問題解決に

協働的に取り組むことができる」 

「社会的正義の感覚を有し、人類と社会の調和的発展とウェルビーイングに貢献でき

る」 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

学士学位授与のためには、全学の「名古屋大学の教育を支える 3 つの方針」に則って開

講される「全学教育科目」(合計 48 単位以上）ならびに、上記の目的のために本学部で開

講される「教育学部専門科目」（専門科目、コース科目、卒業論文、合計 84 単位以上）を

履修することが要件となります。 
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教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 4 年度入学から】 

教育学部では、「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」に掲げる資質

や能力を備えた人材を育成するために、以下の方針に基づいてカリキュラム（教育課程）

を編成します。 

1）本学部のカリキュラムは、全学教育科目と専門科目から構成され、専門科目は専門基礎

科目、コース科目、卒業論文から構成されています。 

2）全学教育科目により「高度で幅広い教養」を身につけるとともに、「人間と社会の諸問

題に対する関心」を高め、また「コミュニケーション能力や論理的・批判的思考力と判

断力」を養います。 

3）専門科目の専門基礎科目により、「人間発達科学の専門基礎的な知識と技能」について

幅広く学び、さまざまな視点と知見、基礎的な研究技法を習得します。専門科目のコー

ス科目は、小規模な開講形態（講義、演習、実験演習、実習、調査研究等）により実施

し、これらの履修により、「人間発達科学の専門的な知識と技能」を獲得し、また「人

間と社会の諸問題」に対する「省察と探究の精神、問題解決能力、協働性とリサーチ・

マインド」を身につけます。 

4）これらの能力について、小論文や筆記試験、口頭発表、討議への貢献度など、各授業に

おいて定める方法によって単位認定を行います。 

5）卒業論文では、指導教員の指導のもとで、独自の研究テーマを設定し特定の研究方法に

より探究をおこなうとともに、上記の能力が身についていることを確認します。 

6）カリキュラム全体の履修を通して、「社会的正義の感覚を有し、人類と社会の調和的発

展とウェルビーイングに貢献できる」能力を身につけます。 

 

【令和 3 年度入学まで】 

教育学部では、「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」に掲げる資質

や能力を備えた人材を育成するために、以下の方針に基づいてカリキュラム（教育課程）

を編成します。 

1）本学部のカリキュラムは、全学教育科目と専門科目から構成され、専門科目は専門基礎

科目、コース科目、卒業論文から構成されています。 

2）全学教育科目により「高度で幅広い教養」を身につけるとともに、「人間と社会の諸問

題に対する関心」を高め、また「コミュニケーション能力や論理的・批判的思考力と判

断力」を養います。 

3）専門科目の専門基礎科目により、「人間発達科学の専門基礎的な知識と技能」について

幅広く学び、さまざまな視点と知見、基礎的な研究技法を習得します。専門科目のコー

ス科目は、小規模な開講形態（講義、演習、実験演習、実習、調査研究等）により実施

し、これらの履修により、「人間発達科学の専門的な知識と技能」を獲得し、また「人

間と社会の諸問題」に対する「省察と探究の精神、問題解決能力、協働性とリサーチ・

マインド」を身につけます。 

4）これらの能力について、小論文や筆記試験、口頭発表、討議への貢献度など、各授業に

おいて定める方法によって単位認定を行います。 

5）卒業論文では、指導教員の指導のもとで、独自の研究テーマを設定し特定の研究方法に

より探究をおこなうとともに、上記の能力が身についていることを確認します。 

6）カリキュラム全体の履修を通して、「社会的正義の感覚を有し、人類と社会の調和的発

展とウェルビーイングに貢献できる」能力を身につけます。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 
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（概要） 

本学部は、人間の成長発達と教育をめぐるさまざまな問題を研究の対象とする教育発達

科学の知見と方法を総合的に学ぶことによって、論理的・批判的思考力と判断力、協働的

コミュニケーション能力を有し、省察と探究の習慣を自ら育むことができ、人間と社会の

諸問題に絶えず関心をよせ、勇気と熱意をもって向き合い、問題解決に協働的に取り組む

ことのできる人材、さらには、社会的正義の感覚を有し人類と社会の調和的発展とウェル

ビーイングに貢献できる人材の育成を目的としています。 

上記の目的を理解したうえで本学部への進学を志望する者には、次のような能力や資質

が求められます。 

1）人間発達科学を学ぶための基礎的学力 

2）人間の成長発達と教育をめぐる多様な事象と問題に対する関心と問題意識 

3）人間と社会の諸問題に対して深い関心をもち、教育と発達および社会的正義の視点から

探究し、問題解決を志向し、人類と社会の調和的発展に貢献しようという意欲と熱意 

 

学部等名 法学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/upload_images/11_gakubudaigakuinnomokuteki.pdf） 

（概要） 

法学部は、教育基本法の精神にのっとり、学術文化の中心として広く知識を授け、法学

及び政治学の各分野にわたり、深く、かつ総合的に研究するとともに、完全なる人格の育

成と文化の創造を期し、民主的、文化的な国家及び社会の形成を通じて、世界の平和と人

類の福祉に寄与することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 4 年度入学から】 

 (1) 育成する人材像（教育目標） 

法学部は、以下の資質・能力等を備え、卒業要件を満たした者に、卒業を認定し、学士

の学位を授与します。 

1）グローバル化社会に通用する法律学・政治学の総合的な知識を、論理的に体系づけて

修得する。 

2）大局的見地に立ってものごとを総合的に判断し、的確な価値判断・意思決定を行う能

力を身につける。 

3）現代社会のさまざまな問題に積極的に関わり、専門分野の知見に基づいてその解決に

寄与する能力を身につける。 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

法学部では、全学教育科目を「専門導入系」（基礎セミナー、人文・社会系基礎科目等）

と「非専門系」（教養科目、健康・スポーツ科学科目、言語文化科目等）とに分類し、全学

教育「専門導入系」科目 12～14 単位、同「非専門系」科目 28 単位、法学部「専門科目」

82～84 単位（関連専門科目として、他学部の専門科目を 20 単位まで含めることができま

す）、合わせて 124 単位の修得を通じて、教育目標に掲げる人材であると証される者に、

卒業を認定し、学士（法学）の学位を授けます。 

 

【令和 3 年度入学まで】 

(1) 育成する人材像（教育目標） 

法学部は、以下の資質・能力等を備え、卒業要件を満たした者に、卒業を認定し、学士

の学位を授与します。 

1）グローバル化社会に通用する法律学・政治学の総合的な知識を、論理的に体系づけて

修得する。 

2）大局的見地に立ってものごとを総合的に判断し、的確な価値判断・意思決定を行う能

力を身につける。 
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3）現代社会のさまざまな問題に積極的に関わり、専門分野の知見に基づいてその解決に

寄与する能力を身につける。 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

法学部では、全学教育科目を「専門系」（基礎セミナー、文系基礎科目）と「非専門系」

（その他）とに分類し、全学教育「専門系」科目 12～14 単位、同「非専門系」科目 36 単

位、法学部「専門科目」82～84 単位（関連専門科目として、他学部の専門科目を 20 単位ま

で含めることができます）、合わせて 132 単位の修得を通じて、教育目標に掲げる人材で

あると証される者に、卒業を認定し、学士（法学）の学位を授けます。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 4 年度入学から】 

法学部は、学生が、(1)グローバル化社会に通用する法律学・政治学の総合的な知識を、

論理的に体系づけて修得すること、(2)大局的見地に立ってものごとを総合的に判断し、的

確な価値判断・意思決定を行う能力を身につけること、(3)現代社会のさまざまな問題に積

極的に関わり、専門分野の知見に基づいてその解決に寄与する能力を身につけることがで

きるよう、以下の方針に基づいて教育を実施します。 

 

教育課程の編成の方針 

(1）学生が、グローバル化社会に通用する法律学・政治学の総合的な知識を、論理的に

体系づけて修得するために、1 年次には、専門的な学修の土台として、政治学・法律

学の各専門領域に通底すべき導入的・基礎的な科目群と、我が国の法体系ないし政治

理論の根底を成す基本的な専門科目「憲法Ⅰ」「民法Ⅰ」「政治学原論」を配置し、

2 年次以降、政治・公法領域、民刑事法領域、基礎法・社会法領域のそれぞれにおい

て、各分野の基礎的な科目から発展的な科目まで、多様な科目を、国際的な視野の提

供にも重きを置いて段階的・体系的に配置します。 

(2）学生が、大局的見地に立ってものごとを総合的に判断し、的確な価値判断・意思決

定を行う能力を身につけるために、全学教育科目は、専門導入系科目（基礎セミナー、

人文・社会系基礎科目等）に加え、非専門系科目（教養科目、健康・スポーツ科学科

目、言語文化科目等）をも幅広く履修しなければならないこととし、それによって各

専門科目の複眼的な学修を促進しています。人文・社会系基礎科目のうちの「日本国

憲法」「法学」「政治学」は履修しても卒業単位に算入されないこととしているのも、

同じ理由によるものです。 

(3）学生が、現代社会のさまざまな問題に積極的に関わり、専門分野の知見に基づいて

その解決に寄与する能力を身につけるために、演習科目による少人数教育を重視して

います。1 年次には、全学教育科目「基礎セミナー」を配置し、2 年次以降、「演習

Ⅰ」「演習Ⅱ」「演習Ⅲ」を順次配置するほか、4 年次には、「卒業論文」を配置し

ます。これらの履修によって、各担当教員の専門分野のアクチュアリティーに触れ、

具体的な課題へのアプローチとその解決に向けての探究を実践する学びが積まれる

ことを促進しています。 

 

教育・学習方法の方針 

学生が、学年進行に沿って、視野を広げ、基礎を固め、発展的に学ぶプロセスを履み、

それによって前記資質・能力等を段階的に培うことができるよう、各専門領域において、

多様な内容・形態の授業科目を体系的に配置します。全ての授業科目について、その概要、

到達目標、成績評価方法、各回のテーマ等を明記したシラバスを示します。ウェブシステ

ムを利用するなどして、教科書・参考書・参考資料、授業時間外学習の指示、質問への対

応方法等を提示し、学習を支援します。 

 

学習成果の評価の方針 

成績評価に当たっては、各授業科目のシラバスに示された、筆記試験、レポート、口頭
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発表その他の方法によって前記資質・能力等を確認し、単位認定を行います。講義科目に

おいては、主に、法律学・政治学等の総合的な知識を、論理的に体系づけて修得している

こと、大局的見地に立ってものごとを総合的に判断し、的確な価値判断・意思決定を行う

能力を身につけていることを、厳格に判定します。演習科目においては、主に、現代社会

のさまざまな問題に積極的に関わり、専門分野の知見に基づいてその解決に寄与する能力

を身につけていることを、厳格に判定します。 

 

【令和 3 年度入学まで】 

法学部は、学生が、(1)グローバル化社会に通用する法律学・政治学の総合的な知識を、

論理的に体系づけて修得すること、(2)大局的見地に立ってものごとを総合的に判断し、的

確な価値判断・意思決定を行う能力を身につけること、(3)現代社会のさまざまな問題に積

極的に関わり、専門分野の知見に基づいてその解決に寄与する能力を身につけることがで

きるよう、以下の方針に基づいて教育を実施します。 

 

教育課程の編成の方針 

(1）学生が、グローバル化社会に通用する法律学・政治学の総合的な知識を、論理的に

体系づけて修得するために、1 年次には、専門的な学修の土台として、政治学・法律

学の各専門領域に通底すべき導入的・基礎的な科目群と、我が国の法体系の根底を成

す基本的な専門科目「憲法 I」「民法 I」を配置し、2 年次以降、政治・公法領域、民

刑事法領域、基礎法・社会法領域のそれぞれにおいて、各分野の基礎的な科目から発

展的な科目まで、多様な科目を、国際的な視野の提供にも重きを置いて段階的・体系

的に配置します。 

(2）学生が、大局的見地に立ってものごとを総合的に判断し、的確な価値判断・意思決

定を行う能力を身につけるために、全学教育科目は、専門系科目（基礎セミナー、文

系基礎科目）以外の非専門系科目（理系基礎科目、各種教養科目、健康・スポーツ科

学、言語文化科目等）をも幅広く履修しなければならないこととし、それによって各

専門科目の複眼的な学修を促進しています。文系基礎科目のうちの「日本国憲法」「法

学」「政治学」は履修しても卒業単位に算入されないこととしているのも、同じ理由

によるものです。 

(3）学生が、現代社会のさまざまな問題に積極的に関わり、専門分野の知見に基づいて

その解決に寄与する能力を身につけるために、演習科目による少人数教育を重視して

います。1 年次には、全学教育科目「基礎セミナー」を配置し、2年次以降、「演習 I」

「演習 II」「演習 III」を順次配置するほか、4 年次には、「卒業論文」を配置しま

す。これらの履修によって、各担当教員の専門分野のアクチュアリティーに触れ、具

体的な課題へのアプローチとその解決に向けての探究を実践する学びが積まれるこ

とを促進しています。 

 

教育・学習方法の方針 

学生が、学年進行に沿って、視野を広げ、基礎を固め、発展的に学ぶプロセスを履み、

それによって前記資質・能力等を段階的に培うことができるよう、各専門領域において、

多様な内容・形態の授業科目を体系的に配置します。全ての授業科目について、その概要、

到達目標、成績評価方法、各回のテーマ等を明記したシラバスを示します。ウェブシステ

ムを利用するなどして、教科書・参考書・参考資料、授業時間外学習の指示、質問への対

応方法等を提示し、学習を支援します。 

 

学習成果の評価の方針 

成績評価に当たっては、各授業科目のシラバスに示された、筆記試験、レポート、口頭

発表その他の方法によって前記資質・能力等を確認し、単位認定を行います。講義科目に

おいては、主に、法律学・政治学等の総合的な知識を、論理的に体系づけて修得している

こと、大局的見地に立ってものごとを総合的に判断し、的確な価値判断・意思決定を行う

能力を身につけていることを、厳格に判定します。演習科目においては、主に、現代社会
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のさまざまな問題に積極的に関わり、専門分野の知見に基づいてその解決に寄与する能力

を身につけていることを、厳格に判定します。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

法学部は、社会のルールの学としての法律学・政治学を学ぶことを通じて、大局的見地

に立って的確な価値判断・意思決定を行い、グローバル化社会のさまざまな問題の解決に

向けて積極的に寄与し、未来を切り拓いていくことを目指し、かつ、そのために必要とな

る以下の資質や能力を備えた人を、国内外に求めます。 

1)幅広い基礎学力及び法律学・政治学を学ぶ上で重要となる論理的思考を発展させるた

めに必要な学力 

2)グローバル化社会のさまざまな問題の解決に向けて積極的に寄与するために必要な

意欲や能力 

 

学部等名 経済学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/upload_images/11_gakubudaigakuinnomokuteki.pdf） 

（概要） 

経済学部は、教育基本法の精神にのっとり、学術文化の中心として広く知識を授け、経

済学及び経営学の各分野にわたり、深く、かつ総合的に研究するとともに、完全なる人格

の育成と文化の創造を期し、民主的、文化的な国家及び社会の形成を通じて、世界の平和

と人類の福祉に寄与することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 4 年度入学から】 

(1) 育成する人材像（教育目標） 

経済学部は、以下に示す資質・能力等を備え、卒業資格を満たした者に、卒業を認定し、

学位を授与します。 

「経済学・経営学の知識を有し、ビジネス活動を行う上でのコミュニケーション能力と

協調性、将来のリーダーとしての資質を備えている」 

「経済学・経営学の知見を駆使して、現代の企業や経済社会が直面する諸課題を把握・

分析し、課題解決に取り組むことができる」 

「現代のグローバルに活動を行う企業や経済社会において、合理的で実践的な意思決定

を主体性をもって行える」 

「現代の企業活動において必要不可欠な専門知識を備え、文献・資料から必要なデータ

やエビデンスを収集し、それに基づいた分析的なレポートを作成・プレゼンテーショ

ンする能力を有する」 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

卒業論文を含み、全学教育科目の所定の単位 40 単位以上、専門基礎科目 28 単位以上、

専門科目・関連専門科目 56 単位以上を修得した者に対して、（1）の教育目標が求める資

質や能力が育成されたものと総合的に判断し、学士の学位を授けます。 

 

【令和 3 年度入学まで】 

(1) 育成する人材像（教育目標） 

経済学部は、以下に示す資質・能力等を備え、卒業資格を満たした者に、卒業を認定し、

学位を授与します。 

「経済学・経営学の知識を有し、ビジネス活動を行う上でのコミュニケーション能力と

協調性、将来のリーダーとしての資質を備えている」 

「経済学・経営学の知見を駆使して、現代の企業や経済社会が直面する諸課題を把握・

分析し、課題解決に取り組むことができる」 
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「現代のグローバルに活動を行う企業や経済社会において、合理的で実践的な意思決定

を主体性をもって行える」 

「現代の企業活動において必要不可欠な専門知識を備え、文献・資料から必要なデータ

やエビデンスを収集し、それに基づいた分析的なレポートを作成・プレゼンテーショ

ンする能力を有する」 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

卒業論文を含み、全学基礎科目、文系基礎科目、理系基礎科目、文系教養科目、理系教

養科目、全学教養科目、専門基礎科目、専門科目、関連専門科目について所定の単位（全

学教育科目 48 単位、専門基礎科目 28 単位、専門科目・関連専門科目 56 単位以上）を修得

した者に対して、（1）の教育目標が求める資質や能力が育成されたものと総合的に判断し、

学士の学位を授けます。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 4 年度入学から】 

経済学部は、「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」に掲げる資質や

能力を身につけた人材を育成するため、以下の方針に基づいてカリキュラムを編成します。 

(1)全学教育科目で幅広い教養を修得する、 

(2)専門基礎科目で各専門分野の基礎知識を確実に修得する、 

(3)専門科目（卒論研究を含む）と関連専門科目で基礎知識を応用する能力を育成する、 

という三つの基本方針を打ち立てて、経済学・経営学において必要とされる幅広い教養を

学び、それを基礎として学術の理論および応用を習得します。 

上記のカリキュラム編成のもと、それぞれの科目区分の中に、講義・演習などの多様な

形態の授業を配置し、学年進行にそって、基礎力、応用力、課題解決能力が段階的に涵養

されるように教育・学習方法の方針を定めています。 

上記の学習による成果の評価については、「全学教育科目」「専門基礎科目」「専門科

目」では、筆記試験・レポート・口頭発表など、各授業においてシラバスで定める方法に

より、上記で掲げた能力が身についたことを確認し、単位認定を行います。また、「卒業

論文」に取り組むことによって「現代の企業や経済社会が直面する諸課題を理解・分析し、

問題解決に取り組むことができる」力を身につけます。 

カリキュラム全体の履修を通して、「経済学・経営学の知見を駆使して、現代の企業や

経済社会が直面する諸課題を理解・分析し、問題解決に取り組むことができる能力」を身

につけます。 

 

【令和 3 年度入学まで】 

経済学部は、「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」に掲げる資質や

能力を身につけた人材を育成するため、以下の方針に基づいてカリキュラムを編成します。 

(1)全学教育科目で幅広い教養を修得する、 

(2)専門基礎科目で各専門分野の基礎知識を確実に修得する、 

(3)専門科目（卒論研究を含む）と関連専門科目で基礎知識を応用する能力を育成する、 

という三つの基本方針を打ち立てて、経済学・経営学において必要とされる幅広い教養を

学び、それを基礎として学術の理論および応用を習得します。 

上記のカリキュラム編成のもと、それぞれの科目区分の中に、講義・演習などの多様な

形態の授業を配置し、学年進行にそって、基礎力、応用力、課題解決能力が段階的に涵養

されるように教育・学習方法の方針を定めています。 

上記の学習による成果の評価については、「全学教育科目」「専門基礎科目」「専門科

目」では、筆記試験・レポート・口頭発表など、各授業においてシラバスで定める方法に

より、上記で掲げた能力が身についたことを確認し、単位認定を行います。また、「卒業

論文」に取り組むことによって「現代の企業や経済社会が直面する諸課題を理解・分析し、

問題解決に取り組むことができる」力を身につけます。 

カリキュラム全体の履修を通して、「経済学・経営学の知見を駆使して、現代の企業や
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経済社会が直面する諸課題を理解・分析し、問題解決に取り組むことができる能力」を身

につけます。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

経済学・経営学の専門的な知識を学ぶための基礎的な学力を備え、ダイナミックに変化

する現代の経済社会への鋭い関心を持って、経済活動に関わる諸問題を理論的・実証的に

探究することができる学生の入学を求めます。 

 

学部等名 情報学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/upload_images/11_gakubudaigakuinnomokuteki.pdf） 

（概要） 

情報学部は，教育基本法の精神にのっとり，学術文化の中心として広く知識を授け，情

報学の各分野にわたり，深く，かつ総合的に研究するとともに，完全なる人格の育成と文

化の創造を期し，民主的，文化的な国家及び社会の形成を通じて，世界の平和と人類の福

祉に寄与することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 4 年度入学から】 

 (1) 育成する人材像（教育目標） 

情報学部は、以下の基準にそった学力及び資質・能力等の卒業資格を満たした者に、卒

業を認定し、学位を授けます。 

情報学部の学位は、細分化した学問諸分野を統合していくハブの役割を果たすと期待さ

れる「情報学」の教育と研究を通して、次のような資質・能力等が培われたことを証しま

す。 

1）情報学の知見を駆使して、取り組むべき課題を発見し、それを解決できる 

2）情報学の知見を駆使した、組織マネジメントや制度設計について理解している 

3）情報社会の基盤となる仕組みやシステムの構想・設計について理解している 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

情報学部においては、全学教育科目は、共通基礎科目、教養科目、分野別から各学科が

定める履修要件により自然情報学科とコンピュータ科学科は 41 単位以上、人間・社会情報

学科は 40 単位以上修得します。専門系科目は専門基礎科目、専門科目、関連専門科目、卒

業研究からなります。専門基礎科目から 30～34 単位、専門科目から 42 単位以上、関連専

門科目から 2～10 単位の自然情報学科とコンピュータ科学科は合計 87 単位以上、人間・社

会情報学科は合計 88 単位以上を修得します。専門科目には、卒業研究６単位が含まれま

す。卒業要件は、原則として４年以上在学し、合計 128 単位以上を修得し、かつ卒業研究

の審査に合格することです。 

 

【令和 3 年度入学まで】 

(1) 育成する人材像（教育目標） 

情報学部は、以下の基準にそった学力及び資質・能力等の卒業資格を満たした者に、卒

業を認定し、学位を授けます。 

情報学部の学位は、細分化した学問諸分野を統合していくハブの役割を果たすと期待さ

れる「情報学」の教育と研究を通して、次のような資質・能力等が培われたことを証しま

す。 

1）情報学の知見を駆使して、取り組むべき課題を発見し、それを解決できる 

2）情報学の知見を駆使した、組織マネジメントや制度設計について理解している 

3）情報社会の基盤となる仕組みやシステムの構想・設計について理解している 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

20/40



  

情報学部においては、全学教育科目は、全学基礎科目、文系基礎科目、文系教養科目、

理系基礎科目、理系教養科目、全学教養科目から各学科が定める履修要件により 44 単位以

上修得します。専門系科目は専門基礎科目、専門科目、関連専門科目、卒業研究からなり

ます。専門基礎科目から 30～34 単位、専門科目から 38～50 単位、関連専門科目から 2～

10 単位の合計 84 単位以上を修得します。専門科目には、卒業研究 6 単位が含まれます。

卒業要件は、原則として 4 年以上在学し、合計 128 単位以上を修得し、かつ卒業研究の審

査に合格することです。 

 
学部等名 理学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/upload_images/11_gakubudaigakuinnomokuteki.pdf） 

（概要） 

理学部は、教育基本法の精神にのっとり、学術文化の中心として広く知識を授け、数学、

物理学、化学、生命理学及び地球惑星科学の各分野にわたり、深く、かつ総合的に研究す

るとともに、完全なる人格の育成と文化の創造を期し、民主的、文化的な国家及び社会の

形成を通じて、世界の平和と人類の福祉に寄与することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 6 年度入学まで】 

 (1) 育成する人材像（教育目標） 

理学部は、以下に示す資質・能力等を備え、卒業資格を満たした者に、卒業を認定し、

学位を授与します。 

・自然の理を解き明かそうとする探究心と独創的で柔軟な思考を有する 

・基礎科学の研究をとおして、科学的素養を身に付け、社会の様々な分野で貢献するこ

とができる 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

学位を取得するためには、入学後、本学部に 4 年以上在学し、履修要件として定めた所

定の単位（数理学科 132 単位、物理学科 127 単位、化学科 126 単位、生命理学科 124 単位、

地球惑星科学科 128 単位）以上を修得することが必要です。 

 

【令和 3 年度入学まで】 

(1) 育成する人材像（教育目標） 

理学部は、以下に示す資質・能力等を備え、卒業資格を満たした者に、卒業を認定し、

学位を授与します。 

・自然の理を解き明かそうとする探究心と独創的で柔軟な思考を有する 

・基礎科学の研究をとおして、科学的素養を身に付け、社会の様々な分野で貢献するこ

とができる 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

学位を取得するためには、入学後、本学部に 4 年以上在学し、履修要件として定めた所

定の単位（数理学科 138 単位、物理学科 132.5 単位、化学科 131.5 単位、生命理学科 132.5

単位、地球惑星科学科 133 単位）以上を修得することが必要です。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 4 年度入学から】 

理学部は、 自然への探究心を涵養し独創的で柔軟な思考力を育成するために、年次進行

に沿って下記の方針を定めています。 

(1)初年次教育は、基礎を学びながら自分の進みたい学科を選ぶ期間を設定しています。 

(2)全学教育科目と 1年次に配置されている専門基礎科目を受講することにより、数学や理
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科の基礎科目はもちろん、物事に対する考え方や議論の方法そのものを学ぶ専門リテラ

シー、人文社会系の教養科目、外国語など、高度知識人に相応しい教養を身につけます。 

(3)1 年次終了時に、希望や成績などによって各学科への配属が決定される学科分属制度を

採用しています。この制度は、理学部の大きな特長で、総合的な視座から研究や社会を

リードできる人材を育成しようとする考えに基づいています。 

(4)2 年次以降は、各学科に分かれて、専門基礎科目や専門科目により、基礎から専門的な

講義までを体系的に受講します。演習を取り入れ、実験系では多くの時間を実習にあて

て重点的な指導を行っています。いずれの学科でも最新の研究成果を取り入れた教育を

行っています。加えて、他学科の講義も履修でき、自然科学の基礎知識を一層広げるこ

とができます。 

(5)4 年次には、さらに専門的な講義を実施するとともに、各研究室に配属されて、これま

で 3 年間の蓄積を実際の研究現場で活用し、自主的な学習と研究による卒業研究に取り

組みます。 

(6)各科目の学習成果は、定期試験、レポート、セミナー発表など、シラバスで定める方法

により評価します。 

これらのカリキュラムに適切に配置された科目を修得し、卒業研究に取り組むことによ

り、教育目標に掲げた資質・能力を兼ね備えた人材を育成します。 

 

【令和 3 年度入学まで】 

理学部は、 自然への探究心を涵養し独創的で柔軟な思考力を育成するために、年次進行

に沿って下記の方針を定めています。 

(1)初年次教育は、基礎を学びながら自分の進みたい学科を選ぶ期間を設定しています。 

(2)全学教育科目と 1年次に配置されている専門基礎科目を受講することにより、数学や理

科の基礎科目はもちろん、物事に対する考え方や議論の方法そのものを学ぶ専門リテラ

シー、人文社会系の教養科目、外国語など、高度知識人に相応しい教養を身につけます。 

(3)1 年次終了時に、希望や成績などによって各学科への配属が決定される学科分属制度を

採用しています。この制度は、理学部の大きな特長で、総合的な視座から研究や社会を

リードできる人材を育成しようとする考えに基づいています。 

(4)2 年次以降は、各学科に分かれて、専門基礎科目や専門科目により、基礎から専門的な

講義までを体系的に受講します。演習を取り入れ、実験系では多くの時間を実習にあて

て重点的な指導を行っています。いずれの学科でも最新の研究成果を取り入れた教育を

行っています。加えて、他学科の講義も履修でき、自然科学の基礎知識を一層広げるこ

とができます。 

(5)4 年次には、さらに専門的な講義を実施するとともに、各研究室に配属されて、これま

で 3 年間の蓄積を実際の研究現場で活用し、自主的な学習と研究による卒業研究に取り

組みます。 

(6)各科目の学習成果は、定期試験、レポート、セミナー発表など、シラバスで定める方法

により評価します。 

これらのカリキュラムに適切に配置された科目を修得し、卒業研究に取り組むことによ

り、教育目標に掲げた資質・能力を兼ね備えた人材を育成します。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

自然界を貫く真理の探究に挑むため、総合的な基礎学力に加えて理学の諸分野における

幅広い教養と深い知識を持ち、チャレンジ精神と知的好奇心に満ちあふれた、瑞々しい創

造力をもつ人を求めています。 

 

学部等名 医学部医学科 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/upload_images/11_gakubudaigakuinnomokuteki.pdf） 
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（概要） 

医学部は、教育基本法の精神にのっとり、学術文化の中心として広く知識を授け、医学

及び保健学の各分野にわたり、深く、かつ総合的に研究するとともに、完全なる人格の育

成と文化の創造を期し、民主的、文化的な国家及び社会の形成を通じて、世界の平和と人

類の福祉に寄与することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 4 年度入学から】 

(1) 学位授与の方針および育成する人材像（教育目標） 

名古屋大学医学部の理念に則り、以下のような資質・能力（学修成果）を身につけた人

材を育成します。 

1)新しい医学・医療の開拓 

豊かな想像力を発揮し、未知の領域に常に挑戦し続けながら、革新的な医学・医療を創

造する研究者になるための基本的な姿勢を身につける 

2)異文化理解力と国際性 

物事を多面的に捉え、多様であることを受容し、国際的な視点を持つ 

3)科学的かつ論理的な知識 

臨床・研究の実践に必要な、科学的根拠に基づいた基礎・臨床・社会医学の知識を身に

つける 

4)飽くなき好奇心 

知的好奇心に素直であり、新しいことを吸収する 

5)東海地域での基盤 

愛知・岐阜・三重・静岡を中心とする東海地方を基盤とし、日本や世界の医療を担って

いくという意識を持つ 

6)プロフェッショナリズム 

人の命に関わるという医師の職責を自覚し、豊かな人間性と高い倫理性を持つ 

7)患者中心で安全な医療 

患者の苦痛や不安に寄り添い、心理・社会的背景を踏まえながら患者と共に意思決定を

行い、安全で患者中心の医療を提供する医師になるための基本的な姿勢を身につける 

8)卓越した技術 

己の持つ強みを生かして優れた技術を磨き、それを遺憾無く発揮するための基盤を作る 

9)チームワーク 

自分にできることとできないことを適切に判断し、高いコミュニケーション能力と協調

性、およびリーダーシップを身につける 

10)データ科学リテラシー 

医学・医療に関わるデータを適切に分析・統合・評価できるための知識・技能を身につ

ける 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

全学教育科目をはじめ、基礎医学、社会医学及び臨床医学からなる専門科目、臨床実習

について所定の単位（全学教育科目 44 単位、基礎医学、社会医学及び臨床医学からなる専

門科目 103 単位、臨床実習 63 単位の計 210 単位）以上を修得した者に対して、このような

資質や能力が育成されたものと総合的に判断し、学士の学位を授けます。 
 
【令和 3 年度入学まで】 

(1) 学位授与の方針および育成する人材像（教育目標） 

名古屋大学医学部の理念に則り、以下のような資質・能力（学修成果）を身につけた人

材を育成します。 

1)新しい医学・医療の開拓 

豊かな想像力を発揮し、未知の領域に常に挑戦し続けながら、革新的な医学・医療を創

造する研究者になるための基本的な姿勢を身につける 
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2)異文化理解力と国際性 

物事を多面的に捉え、多様であることを受容し、国際的な視点を持つ 

3)科学的かつ論理的な知識 

臨床・研究の実践に必要な、科学的根拠に基づいた基礎・臨床・社会医学の知識を身に

つける 

4)飽くなき好奇心 

知的好奇心に素直であり、新しいことを吸収する 

5)東海地域での基盤 

愛知・岐阜・三重・静岡を中心とする東海地方を基盤とし、日本や世界の医療を担って

いくという意識を持つ 

6)プロフェッショナリズム 

人の命に関わるという医師の職責を自覚し、豊かな人間性と高い倫理性を持つ 

7)患者中心で安全な医療 

患者の苦痛や不安に寄り添い、心理・社会的背景を踏まえながら患者と共に意思決定を

行い、安全で患者中心の医療を提供する医師になるための基本的な姿勢を身につける 

8)卓越した技術 

己の持つ強みを生かして優れた技術を磨き、それを遺憾無く発揮するための基盤を作る 

9)チームワーク 

自分にできることとできないことを適切に判断し、高いコミュニケーション能力と協調

性、およびリーダーシップを身につける 

10)データ科学リテラシー 

医学・医療に関わるデータを適切に分析・統合・評価できるための知識・技能を身につ

ける 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

全学教育科目をはじめ、基礎医学、社会医学及び臨床医学からなる専門科目、臨床実習

について所定の単位（全学教育科目 51 単位、基礎医学、社会医学及び臨床医学からなる専

門科目 99 単位、臨床実習 63 単位の計 213 単位）以上を修得した者に対して、このような

資質や能力が育成されたものと総合的に判断し、学士の学位を授けます。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 4 年度入学から】 

教育課程の編成、教育内容および教育の実施方法に関する方針 

1)教養ある知識人を育成するために、全学教育として開講されている教養教育を縦断的

カリキュラムとして編成します。 

2)論理的な科学者を養成するために、国際的に活躍する医学研究者が基礎医学・社会医

学・臨床医学の講義・実習を行います。 

3)研究医を育成するために、半年間にわたる基礎医学セミナーをとおして所属研究室で

リサーチマインドを養います。 

4)異文化理解力のある国際人を養成するために、世界最高の教育水準にある海外大学医

学部との単位互換プログラムを実施します。 

5)倫理性や人間性を涵養するために、医学入門や社会医学の講義・実習、行動科学に関す

る授業や臨床実習を実施します。 

6)知的好奇心に溢れた医療人を育成するために、教育課程に PBL チュートリアルをはじ

めとするアクティブラーニングを組み入れます。 

7)臨床現場で実践的に働ける医療人を養成するために、模擬患者やシミュレーターなど

によるシミュレーション教育を積極的に導入します。 

8)豊富な知識と優れた技術、そして患者中心の視点を持った臨床医を育成するために、名

古屋大学医学部附属病院及び地域の連携病院での診療参加型臨床実習を充実化します。 

9)多職種と協働できる臨床医を養成するために、患者安全文化の浸透した名古屋大学医

学部附属病院における臨床実習を行い、患者安全を考える機会を作ります。 
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10)医学・医療に関連するデータを適切に分析・統合・評価できる能力を身につけるため

に、情報学やデータ科学に関する講義や実習を積極的に実施します。 

学修成果を評価する方法に関する方針 

1)知識領域の評価については、筆記試験や多選択肢問題形式の試験（医療系大学間共用

試験 CBT を含む）によって評価を行います。 

2)技能・態度領域の評価については、医療系大学間共用試験 OSCE などの実技試験を実

施するほか、観察評価による評価も実施します。 

 

【令和 3 年度入学まで】 

教育課程の編成、教育内容および教育の実施方法に関する方針 

1)教養ある知識人を育成するために、全学教育として開講されている教養教育を縦断的

カリキュラムとして編成します。 

2)論理的な科学者を養成するために、国際的に活躍する医学研究者が基礎医学・社会医

学・臨床医学の講義・実習を行います。 

3)研究医を育成するために、半年間にわたる基礎医学セミナーをとおして所属研究室で

リサーチマインドを養います。 

4)異文化理解力のある国際人を養成するために、世界最高の教育水準にある海外大学医

学部との単位互換プログラムを実施します。 

5)倫理性や人間性を涵養するために、医学入門や社会医学の講義・実習、行動科学に関す

る授業や臨床実習を実施します。 

6)知的好奇心に溢れた医療人を育成するために、教育課程に PBL チュートリアルをはじ

めとするアクティブラーニングを組み入れます。 

7)臨床現場で実践的に働ける医療人を養成するために、模擬患者やシミュレーターなど

によるシミュレーション教育を積極的に導入します。 

8)豊富な知識と優れた技術、そして患者中心の視点を持った臨床医を育成するために、名

古屋大学医学部附属病院及び地域の連携病院での診療参加型臨床実習を充実化します。 

9)多職種と協働できる臨床医を養成するために、患者安全文化の浸透した名古屋大学医

学部附属病院における臨床実習を行い、患者安全を考える機会を作ります。 

10)医学・医療に関連するデータを適切に分析・統合・評価できる能力を身につけるため

に、情報学やデータ科学に関する講義や実習を積極的に実施します。 

学修成果を評価する方法に関する方針 

1)知識領域の評価については、筆記試験や多選択肢問題形式の試験（医療系大学間共用

試験 CBT を含む）によって評価を行います。 

2)技能・態度領域の評価については、医療系大学間共用試験 OSCE などの実技試験を実

施するほか、観察評価による評価も実施します。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

豊かな人間性、高い倫理性、科学的論理性を備え、創造力に富む医師・医学研究者へと成

長するために必要な能力と資質を備えた学生を求めています。そのために、幅広い教養及

び十分な基礎学力のみならず、知的好奇心や科学的探究心をもって新たな分野を開拓する

ような意欲を持ち、物事を多面的に捉え深い洞察力を持って発展させることができる思考

力を有し、人間に対する共感や高い協調性といった医学に携わる者としての適性を兼ねそ

なえた入学者を選抜します。 

 

学部等名 医学部保健学科 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/upload_images/11_gakubudaigakuinnomokuteki.pdf） 

（概要） 

医学部は、教育基本法の精神にのっとり、学術文化の中心として広く知識を授け、医学

及び保健学の各分野にわたり、深く、かつ総合的に研究するとともに、完全なる人格の育
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成と文化の創造を期し、民主的、文化的な国家及び社会の形成を通じて、世界の平和と人

類の福祉に寄与することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 4 年度入学から】 

(1) 育成する人材像（教育目標） 

医学部保健学科は、以下に示す資質・能力等を備え、卒業資格を満たした者に、卒業を

認定し、学位を授与します。 

「保健医療における専門的な知識や技能を有し、主体的な創造性および立ち向かう探求

心を兼ね備える」 

「科学的論理性、倫理性、人間性に富み、豊かな想像力と使命感を持って保健医療を推

進することができる」 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

教育目標と基準に沿った資質・能力を満たした者に卒業を認め、学士の学位を授けます。

卒業には、全学教育科目を 36 単位以上（全専攻共通）に加え全専攻とも卒業研究（4単位）

を含み、看護学専攻 91 単位、放射線技術科学専攻 98 単位、検査技術科学専攻 99 単位、

理学療法学専攻 88 単位、作業療法学専攻 93 単位以上の専門系科目を修得する必要があり

ます。 

 

【令和 3 年度入学まで】 

(1) 育成する人材像（教育目標） 

医学部保健学科は、以下に示す資質・能力等を備え、卒業資格を満たした者に、卒業を

認定し、学位を授与します。 

「保健医療における専門的な知識や技能を有し、主体的な創造性および立ち向かう探求

心を兼ね備える」 

「科学的論理性、倫理性、人間性に富み、豊かな想像力と使命感を持って保健医療を推

進することができる」 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

教育目標と基準に沿った資質・能力を満たした者に卒業を認め、学士の学位を授けます。

卒業には、全学教育科目を 36 単位以上（全専攻共通）に加え全専攻とも卒業研究（4単位）

を含み、看護学専攻 91 単位、放射線技術科学専攻 98 単位、検査技術科学専攻 91 単位、

理学療法学専攻 88 単位、作業療法学専攻 94 単位以上の専門系科目を修得する必要があり

ます。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 4 年度入学から】 

保健学科は「科学的論理性と倫理性・人間性に富み豊かな想像力・独創性と使命感をも

って保健医療を推進する人の育成」を学部教育の基本方針としています。 

将来の保健医療を担うリーダーとなりうる人材の育成をめざし、看護学・放射線技術科

学・検査技術科学・理学療法学・作業療法学の 5専攻を設けています。 

医学部の教育目標を達成するために、以下のような教育課程を用意しています。 

1)1 年次には、主として全学教育科目と専門（基礎）科目の一部を学びます。全学教育科

目では、幅広い学問体系の知識を獲得し、総合的な分析・把握力・論理性に裏付けされ

た基礎的な主体性や探究心を、また豊かな人間性を育みます。また、専門基礎科目とし

て、解剖学・生理学や生命倫理学などの 5 専攻共通基礎科目を通して専門技術に不可欠

な保健医療の幅広い知識を習得し、科学的論理性や主体的な創造性の基礎を育成しま

す。 

2)2 年次以降は、各専門の段階的な講義・演習・実習の教育カリキュラムを設け、各領域

の専門科目で高度な専門知識や技能の取得に加え、幅広い視野と高い倫理性を身につけ

26/40



  

ます。 

3)3 年次および 4 年次には、医療福祉機関や地域において臨地・臨床実習を行い、これま

で習得した知識の実践的活用方法および保健医療の実際を学びます。また、使命感をも

つ保健医療人との関わりから、保健医療への使命感や立ち向かう探究心を育成します。 

あわせて、各研究室に配属のうえで卒業研究に取り組み、科学的論理性、豊かな想像力

による問題発見・解決能力を身につけます。 

 

学習成果の評価の方針 

1)「全学教育科目」「専門基礎科目」「専門科目」「関連専門科目」では、レポート、筆

記試験、目標への到達度など各授業において、シラバスで定める方法によって、単位認

定を行います。 

2)これらの適切に配置された科目を修得し、「臨地・臨床実習」および「卒業論文」に取

り組むことによって、DP で掲げた資質・能力等を兼ね備えた人材を育成します。 

 

【令和 3 年度入学まで】 

保健学科は「科学的論理性と倫理性・人間性に富み豊かな想像力・独創性と使命感をも

って保健医療を推進する人の育成」を学部教育の基本方針としています。 

将来の保健医療を担うリーダーとなりうる人材の育成をめざし、看護学・放射線技術科

学・検査技術科学・理学療法学・作業療法学の 5専攻を設けています。 

医学部の教育目標を達成するために、以下のような教育課程を用意しています。 

1)1 年次には、主として全学教育科目と専門（基礎）科目の一部を学びます。全学共通科

目では、幅広い学問体系の知識を獲得し、総合的な分析・把握力・論理性に裏付けされ

た基礎的な主体性や探究心を、また豊かな人間性を育みます。また、専門基礎科目とし

て、解剖学・生理学や生命倫理学などの 5 専攻共通基礎科目を通して専門技術に不可欠

な保健医療の幅広い知識を習得し、科学的論理性や主体的な創造性の基礎を育成します。 

2)2 年次以降は、各専門の段階的な講義・演習・実習の教育カリキュラムを設け、各領域

の専門科目で高度な専門知識や技能の取得に加え、幅広い視野と高い倫理性を身につけ

ます。 

3)3 年次および 4 年次には、医療福祉機関や地域において臨地・臨床実習を行い、これま

で習得した知識の実践的活用方法および保健医療の実際を学びます。また、使命感をも

つ保健医療人との関わりから、保健医療への使命感や立ち向かう探究心を育成します。 

あわせて、各研究室に配属のうえで卒業研究に取り組み、科学的論理性、豊かな想像力

による問題発見・解決能力を身につけます。 

 

学習成果の評価の方針 

1)「全学教育科目」「専門基礎科目」「専門科目」「関連専門科目」では、レポート、筆

記試験、目標への到達度など各授業において、シラバスで定める方法によって、単位認

定を行います。 

2)これらの適切に配置された科目を修得し、「臨地・臨床実習」および「卒業論文」に取

り組むことによって、DP で掲げた資質・能力等を兼ね備えた人材を育成します。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

保健学科では、未来の「勇気ある知識人」を目指す人を国内外に求めます。保健学科の

学術分野の特徴に基づき、基礎的な学力とそれを活用する能力、さらにそれを発展させよ

うとする意欲や態度を適正に評価して選抜する入試を実施します。入学者が次のような資

質を有することを期待します。 

1.生命への畏敬の念、弱者への思いやり 

2.科学的探究心と積極的意欲並びに行動力 

3.多様な価値観を受け入れる寛容さ 

4.ボランティア精神とフロンティア精神 
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5.穏やかな情緒と協調性 

 

学部等名 工学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/upload_images/11_gakubudaigakuinnomokuteki.pdf） 

（概要） 

工学部は、教育基本法の精神にのっとり、学術文化の中心として広く知識を授け、化学・

生物工学、物理工学、電気電子・情報工学、機械・航空工学及び社会環境工学の各分野に

わたり、深く、かつ総合的に研究するとともに、完全なる人格の育成と文化の創造を期し、

民主的、文化的な国家及び社会の形成を通じて、世界の平和と人類の福祉に寄与すること

を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 6 年度入学から】 

(1) 育成する人材像（教育目標） 

工学部は、以下に示す資質・能力等を備え、卒業資格を満たした者に、卒業を認定し、

学位を授与します。 

工学部が授与する学位は、工学を拓くための専門領域の知識や技術を身につけるととも

に、幅広い視野と応用力・思考力を有し、科学に対する強い興味をもって、豊かな未来社

会の創出に貢献できる人材であることを証します。 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

各学科の教育課程に沿って、十分な教養と専門知識・技術を修得し、卒業判定に合格す

ることが必要です。卒業要件単位数は、全学教育科目が 44～51 単位、専門系科目が卒業研

究を含め 82～90 単位で、合計 132～137.5 単位です。 

 

【令和 5 年度入学まで】 

(1) 育成する人材像（教育目標） 

工学部は、以下に示す資質・能力等を備え、卒業資格を満たした者に、卒業を認定し、

学位を授与します。 

工学部が授与する学位は、工学を拓くための専門領域の知識や技術を身につけるととも

に、幅広い視野と応用力・思考力を有し、科学に対する強い興味をもって、豊かな未来社

会の創出に貢献できる人材であることを証します。 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

各学科の教育課程に沿って、十分な教養と専門知識・技術を修得し、卒業判定に合格す

ることが必要です。卒業要件単位数は、全学教育科目が 44～51 単位、専門系科目が卒業研

究を含め 82～90 単位で、合計 132～137 単位です。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

教育課程の編成及び教育・学修方法の方針 

(1)科学的な基礎知識と工学基礎を充実させます。 

(2)人文・社会科学等の関連する学問分野についての幅広い視野を確立させます。 

(3)基礎知識を柔軟に適用する豊かな応用力を養成します。 

(4)将来の創造性につながる基礎学力と技術・研究のあり方に対する基本的な素養を養

成します。 

(5)十分な基礎知識を教授した後、多様な専門分野の選択肢を提供し、必要な専門性を養

います（Late Specialization）。 

これらの教育方針にそって、全学教育科目の基礎のもと、学科ごとに教育プログラムを

編成しています。専門系科目を専門基礎科目、専門科目、関連専門科目に区分し、それぞ
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れの科目区分の中に、講義、演習、実習、実験などの多様な形態の授業を配置し、学年進

行にそって、基礎力、応用力、創造力・総合力が段階的に涵養されるよう配慮しています。 

学部教育カリキュラムは卒業後、大学院に進学しさらに高度な学問分野の修得と研究を

行う学生のために必要な基本的な内容を網羅するとともに、大学院の教育カリキュラムと

の密接な関係をもつように配慮しています（3+3+3 型教育システム）。 

 

学修成果の評価の方針 

(1)「全学教育科目」「専門基礎科目」「専門科目」「関連専門科目」では、レポート、

筆記試験、口頭発表など各授業において、シラバスで定める方法によって、単位認定

を行います。 

(2)これらの適切に配置された科目を修得し、「卒業研究」に取り組むことによって、卒

業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）で掲げた資質・能力等を兼ね備え

た人材を育成します。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

自然科学に対する強い興味と、人間や社会に対する幅広い関心をもち、工学を学ぶため

に十分な基礎学力を有するとともに、現代社会で直面する諸問題に果敢に挑戦し、それぞ

れの専門分野でグローバルなリーダーとして、社会に貢献し続ける意欲を有する人材を求

めています。 

 

学部等名 農学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/upload_images/11_gakubudaigakuinnomokuteki.pdf） 

（概要） 

農学部は、教育基本法の精神にのっとり、学術文化の中心として広く知識を授け、生物

環境科学、資源生物科学及び応用生命科学の各分野にわたり、深く、かつ総合的に研究す

るとともに、完全なる人格の育成と文化の創造を期し、民主的、文化的な国家及び社会の

形成を通じて、世界の平和と人類の福祉に寄与することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 4 年度入学から】 

 (1) 育成する人材像（教育目標） 

農学部は、以下に示す資質・能力等を備え、卒業資格を満たした者に、卒業を認定し、

学位を授与します。 

「農学領域における科学的知識と基礎的技術および豊かな教養を有し、自発的、継続的

に学ぶことができる」 

「生物に対する深い理解と論理的思考力に裏付けられた総合的判断力をもって、将来を

切り拓いていくことができる」 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

全学教育科目、学部専門基礎科目、卒業論文研究を含む学部専門科目について所定の単

位を修得した者に対して、農学の学術分野における資質や能力が育成されたものと総合的

に判断し、学士の学位を授けます。卒業に必要な単位数は、全学教育科目 49 単位、専門基

礎科目 40 単位、専門科目 45 単位の計 134 単位です。 

 

【令和 3 年度入学まで】 

(1) 育成する人材像（教育目標） 

農学部は、以下に示す資質・能力等を備え、卒業資格を満たした者に、卒業を認定し、

学位を授与します。 

「農学領域における科学的知識と基礎的技術および豊かな教養を有し、自発的、継続的
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に学ぶことができる」 

「生物に対する深い理解と論理的思考力に裏付けられた総合的判断力をもって、将来を

切り拓いていくことができる」 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

全学教育科目、学部専門基礎科目、卒業論文研究を含む学部専門科目について所定の単位

を修得した者に対して、農学の学術分野における資質や能力が育成されたものと総合的に

判断し、学士の学位を授けます。卒業に必要な単位数は、全学教育科目 49 単位、専門基礎

科目 42 単位、専門科目 45 単位の計 136 単位です。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

【令和 4 年度入学から】 

農学部は、食・環境・健康に関して多様な視点から問題を発見・解決できる力を養うと

もに、大学院教育との連携や社会からの要請に応えるために、以下の教育プログラムを実

施しています。 

(1)基礎学力の養成：1・2 年次では、あらゆる学問分野の基礎となる全学教育科目を履

修して、基礎学力を養成します。 

(2)農学領域における基礎知識と関連する技術の習得：1・2 年次では、3 学科に共通して

必要な生物系・化学系・数物系の基礎科目、“食・環境・健康”に関わる課題認識の

ための基礎科目「生命農学序説」などを履修して、基礎知識を習得します。 

(3)自発的、継続的に学ぶ能力の習得：科学・技術・社会に対する視野を広げるとともに、

今後の学修の方向性や取り組み方を考えます（「生命農学序説」「生命と技術の倫理」

など）。また、科学英語の読解能力、プレゼンテーション能力、課題解決能力の向上

を目指します（「農学セミナー」など）。 

(4)課題を見出し、学んだ知識や技術を応用して解決する能力の習得：3・4 年次では、

様々な学問領域につながる専門科目の講義と実験実習、また専門横断的科目（「フー

ドシステム論」など）や各種資格の取得に必要な科目を履修し、生物のもつ機能の多

面的な利用と技術開発に関する方法論や専門知識を学びます。 

(5)グローバルな視野をもって行動し、社会に貢献できる人材の養成：各学科の実習、研

修、講義を通じて農学領域における国内外の諸問題を発見・解析・探求する能力を養

います（「海外実地研修」など）。 

(6)卒業論文研究：4 年次を各専門分野に対応した専門教育の期間と位置付け、学生が研

究室に所属して、学生が主体となって卒業研究に取り組み、最先端研究の一端を担う

ことで、高度な専門知識と課題解決方法を習得します。 

(1)〜(4)の「全学教育科目」「専門基礎科目」「専門科目」「関連専門科目」では、主に

定期試験やレポート課題で評価します。 

(5)グローバルな視野をもって行動し、社会に貢献できる人材を養成する科目では、主に

口頭発表や平常点で評価します。 

各科目の学習成果は、全学統一の成績評価基準に準拠して評価し、シラバスで定める方

法によって、単位認定を行います。 

これらの適切に配置された科目を修得し、「卒業論文」に取り組むことによって、ディ

プロマ・ポリシーで掲げた資質・能力等を兼ね備えた人材を育成します。 

 

【令和 3 年度入学まで】 

農学部は、食・環境・健康に関して多様な視点から問題を発見・解決できる力を養うと

もに、大学院教育との連携や社会からの要請に応えるために、以下の教育プログラムを実

施しています。 

(1)基礎学力の養成：1・2 年次では、あらゆる学問分野の基礎となる全学教育科目を履

修して、基礎学力を養成します。 

(2)農学領域における基礎知識と関連する技術の習得：1・2 年次では、3 学科に共通して

必要な生物系・化学系・数物系の基礎科目、“食・環境・健康”に関わる課題認識の
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ための基礎科目「生命農学序説」、情報教育科目「情報リテラシー入門」などを履修

して、基礎知識を習得します。 

(3)自発的、継続的に学ぶ能力の習得：科学・技術・社会に対する視野を広げるとともに、

今後の学修の方向性や取り組み方を考えます（「生命農学序説」「生命と技術の倫理」

など）。また、科学英語の読解能力、プレゼンテーション能力、課題解決能力の向上

を目指します（「農学セミナー」など）。 

(4)課題を見出し、学んだ知識や技術を応用して解決する能力の習得：3・4 年次では、

様々な学問領域につながる専門科目の講義と実験実習、また専門横断的科目（「フー

ドシステム論」など）や各種資格の取得に必要な科目を履修し、生物のもつ機能の多

面的な利用と技術開発に関する方法論や専門知識を学びます。 

(5)グローバルな視野をもって行動し、社会に貢献できる人材の養成：各学科の実習、研

修、講義を通じて農学領域における国内外の諸問題を発見・解析・探求する能力を養

います（「海外実地研修」など）。 

(6)卒業論文研究：4 年次を各専門分野に対応した専門教育の期間と位置付け、学生が研

究室に所属して、学生が主体となって卒業研究に取り組み、最先端研究の一端を担う

ことで、高度な専門知識と課題解決方法を習得します。 

(1)〜(4)の「全学教育科目」「専門基礎科目」「専門科目」「関連専門科目」では、主に

定期試験やレポート課題で評価します。 

(5)グローバルな視野をもって行動し、社会に貢献できる人材を養成する科目では、主に

口頭発表や平常点で評価します。 

各科目の学習成果は、全学統一の成績評価基準に準拠して評価し、シラバスで定める方

法によって、単位認定を行います。 

これらの適切に配置された科目を修得し、「卒業論文」に取り組むことによって、ディ

プロマ・ポリシーで掲げた資質・能力等を兼ね備えた人材を育成します。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/b.html） 

（概要） 

「食・環境・健康」に関わる学問を探究するために必要な基礎的学力を有し、それぞれ

の専門分野で指導者や専門家として知識と技術を社会に役立てようという志をもつ人材を

求めています。 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/profile/organization/index.html 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 12 人 － 12 人

大学院人文学研究科 － 42 人 43 人 3 人 6人 95 人

大学院教育発達科学研

究科 
－ 

16 人 8 人 2人 4人 30 人

大学院法学研究科 － 38 人 5 人 17 人 2人 1人 65 人

大学院経済学研究科 － 15 人 12 人 6 人 3人 37 人

大学院情報学研究科 － 37 人 29 人 5 人 19 人 90 人

大学院理学研究科 － 39 人 34 人 25 人 35 人 133 人

大学院医学系研究科 － 79 人 67 人 60 人 99 人 305 人

大学院工学研究科 － 96 人 83 人 23 人 109 人 314 人

大学院生命農学研究科 － 38 人 36 人 6 人 33 人 113 人

大学院国際開発研究科 － 11 人 10 人 0 人 3人 24 人

大学院多元数理科学研

究科 
－ 

25 人 20 人 2 人 8人 55 人

大学院環境学研究科 － 37 人 44 人 8 人 9人 98 人

大学院創薬科学研究科 － 6 人 3人 0人 10 人 19 人

附属病院 － 20 人 20 人 95 人 231 人 366 人

附属研究所 － 51 人 36 人 15 人 51 人 153 人

その他 － 114 人 133 人 47 人 112 人 406 人

合計 12 人 664 人 583 人 314 人 734 人 1 人 2,308 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 1,551 人 1,551 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法： 

https://profs.provost.nagoya-u.ac.jp/search?m=home&l=ja 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

文学部 125 人 126 人 100.8％ 520 人 574 人110.4％ 20 人 2 人 

教育学部 65 人 70 人 107.7％ 280 人 314 人112.1％ 20 人 1 人 

法学部 150 人 150 人 100.0％ 620 人 679 人109.5％ 20 人 0 人 
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経済学部 205 人 211 人 102.9％ 820 人 907 人108.0％ 20 人 0 人 

情報学部 135 人 141 人 104.4％ 540 人 619 人110.5％ 20 人 5 人 

理学部 270 人 275 人 101.9％ 1,080 人 1,207 人111.8％ - - 

医学部 307 人 322 人 104.9％ 1,459 人 1,537 人105.3％ 17 人 0 人 

工学部 680 人 678 人 99.7％ 2,720 人 2,931 人107.8％ 若干名 8人 

農学部 170 人 177 人 104.1％ 680 人 741 人109.0％ - - 

合計 2,107 人 2,150 人 102.0％ 8,759 人 9,509 人108.6％ 117 人 16 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

文学部 
132 人

（100％）

27 人

（  20.5％）

97 人 

（  73.5％） 

8 人

（  6.1％）

教育学部 
74 人

（100％）

19 人

（  25.7％）

52 人 

（  70.3％） 

3 人

（  4.1％）

法学部 
170 人

（100％）

30 人

（  17.6％）

132 人 

（  77.6％） 

8 人

（  4.7％）

経済学部 
220 人

（100％）

12 人

（  5.5％）

192 人 

（  87.3％） 

16 人

（  7.3％）

情報学部 
152 人

（100％）

92 人

（  60.5％）

58 人 

（  38.2％） 

2 人

（  1.3％）

理学部 
284 人

（100％）

224 人

（  78.9％）

49 人 

（  17.3％） 

11 人

（  3.9％）

医学部 
301 人

（100％）

53 人

（  17.6％）

241 人 

（  80.1％） 

7 人

（  2.3％）

工学部 
693 人

（100％）

611 人

（  88.2％）

60 人 

（  8.7％） 

22 人

（  3.2％）

農学部 
184 人

（100％）

155 人

（  84.2％）

22 人 

（  12.0％） 

7 人

（  3.8％）

情報文化学部 
1 人

（100％）

0人

（  0％）

1人 

（  100％） 

0 人

（  0％）

合計 
2,211 人

（100％）

1,223 人

（  55.3％）

904 人 

（  40.9％） 

84 人

（  3.8％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

情報文化学部は、2016年度入学者を最後に学生募集停止。  
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c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人

（100％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（100％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
人

（100％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 
各学部及び教養教育院の下記ホームページにおいて公表している。 

教養教育院、教育学部、法学部、経済学部、情報学部、理学部、医学部保健学科、 

工学部、農学部： 

https://syllabus.adm.nagoya-u.ac.jp/ 

医学部医学科 https://www.med.nagoya-u.ac.jp/medical_J/school/syllabus/ 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

各学生の学修成果に基づき、あらかじめ設定した成績評価の方法・基準により、厳格かつ適 

正に単位授与又は履修認定を実施している。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

文学部 人文学科 

令和 4年度入学から

124 単位

令和 3年度入学まで

132 単位

有・無 単位

教育学部 人間発達科学科 

令和 4年度入学から

125 単位

令和 3年度入学まで

132 単位

有・無 単位

法学部 法律学科 

令和 4年度入学から

124 単位

令和 3年度入学まで

132 単位

有・無 単位

経済学部 

経済学科 

令和 4年度入学から

124 単位

令和 3年度入学まで

132 単位

有・無 単位

経営学科 

令和 4年度入学から

124 単位

令和 3年度入学まで

132 単位

有・無 単位
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情報学部 

自然情報学科 

 
128 単位 有・無 単位

人間・社会情報学

科 
128 単位 有・無 単位

コンピュータ科学

科 
128 単位 有・無 単位

理学部 

数理学科 

令和 4年度入学から

132 単位

令和 3年度入学まで

138 単位

有・無 単位

物理学科 

令和 4年度入学から

127 単位

令和 3年度入学まで

132.5 単位

有・無 単位

化学科 

令和 4年度入学から

126 単位

令和 3年度入学まで

131.5 単位

有・無 単位

生命理学科 

令和 4年度入学から

124 単位

令和 3年度入学まで

132.5 単位

有・無 単位

地球惑星科学科 

令和 4年度入学から

128 単位

令和 3年度入学まで

133 単位

有・無 単位

医学部 

医学科 

令和 4年度入学から

210 単位

令和 3年度入学まで

213 単位

有・無 単位

保健学科 

看護学専

攻 

令和 4年度入学から

127 単位

令和 3年度入学まで

124 単位

有・無 単位

放射線技

術科学専

攻 

令和 4年度入学から

134 単位

令和 3年度入学まで

127 単位

有・無 単位

検査技術

科学専攻 

令和 4年度入学から

135 単位

令和 3年度入学まで

124 単位

有・無 単位

理学療法

学専攻 
124 単位 有・無 単位

作業療法

学専攻 

令和 4年度入学から

135 単位

令和 3年度入学まで

124 単位

有・無 単位

工学部 

化学生命工学科 

令和 4年度入学から

133 単位

令和 3年度入学まで

136 単位

有・無 単位

物理工学科 

令和 4年度入学から

132 単位

令和 3年度入学まで

133 単位

有・無 単位
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工学部 

マテリアル工学科 

令和 4年度入学から

135 単位

令和 3年度入学まで

134 単位

有・無 単位

電気電子情報工学

科 

令和 4年度入学から

135 単位

令和 3年度入学まで

136 単位

有・無 単位

機械・航空宇宙工

学科 

令和 6年度入学から

137.5 単位

令和 4年度入学から

134.5 単位

令和 3年度入学まで

136 単位

有・無 単位

エネルギー理工学

科 

令和 4年度入学から

133 単位

令和 3年度入学まで

137 単位

有・無 単位

環境土木・建築学

科 

令和 4年度入学から

132 単位

令和 3年度入学まで

133.5 単位

有・無 単位

農学部 

生物環境科学科 

令和 4年度入学から

134 単位

令和 3年度入学まで

136 単位

有・無 単位

資源生物科学科 

令和 4年度入学から

134 単位

令和 3年度入学まで

136 単位

有・無 単位

応用生命科学科 

令和 4年度入学から

134 単位

令和 3年度入学まで

136 単位

有・無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/cat/teaching/index.html 
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

全学部共

通 
 535,800 円 282,000 円 0 円 

  円 円 円 

 
 円 円 円 

 円 円 円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

入学料・授業料減免・名古屋大学独自の奨学金・日本学生支援機構の奨学金・民間奨学財

団奨学金をはじめとする学生の修学上の各種支援は、学生支援課が中心となって各学部の教 

員・職員とも連携して行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

キャリア選択や就職活動についての各種支援は、キャリアサポートセンターが中心となっ

て各学部の教員・職員とも連携して行っている。また、キャリアカウンセラーが就職や進路

に関する相談及び情報提供を行っている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生相談センターにおいて、豊かな学生生活の実現を図るため、学生相談・メンタルヘル

ス相談・就職相談・障害学生支援の体制を充実させている。また、保健管理室においては、

健康診断・身体および精神健康に関する相談業務等を行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/cat/teaching/index.html 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以
下の場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載する
こと。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分とは、それぞれ大学等における修
学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３
号、第４号に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取
消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより
認定の取消しを受けた者の数

年間

519人

後半期

472人

287人

64人

0人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

名古屋大学

国立大学法人東海国立大学機構

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

487人

283人第Ⅰ区分

第Ⅱ区分 142人 121人内
訳 62人

0人

家計急変による
支援対象者（年間）

-

527人

第Ⅲ区分

第Ⅳ区分

合計（年間）

学校コード（13桁） F123110106429

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことによ
り認定の取消しを受けた者の数

年間 0人
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※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著
しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認
定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

0人 人 人

- 人 人

人 人

0人 人 人

退学 0人

右以外の大学等

後半期前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了で
きないことが確定

修得単位数が標準単位数の
５割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の５割以下）

出席率が５割以下その他学
修意欲が著しく低い状況

- 人 人

- 人 人

「警告」の区分に連続して
該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を
受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）
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※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 83人 人 人

出席率が８割以下その他学
修意欲が低い状況

0人 人 人

（備考）

修得単位数が標準単位数の
６割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の６割以下）

- 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 81人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 19人

年間計には、適格認定における学業成績の判定の結果、２回連続で「警告」となった場合のうち、２回目
の「警告」がGPA等が学部等における下位４分の１の範囲に属したことにより「停止」となったものを含
む。

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定
の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の
停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）
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